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情報をいかに守り、活用できるようにするか 

 
総合情報基盤センター センター長 黒田 卓 

（人間発達科学部 教授） 
 

 

2011 年 3 月 11 日、東日本大震災が日本を襲った時の記憶は、まだ鮮明に残っています。震災の影響

のみならず、津波による被害は想像を絶するものでした。１年が経過した現在でも、被災地では不自由

な生活を余儀なくされている方も依然として多数いらっしゃることを忘れてはなりません。被災地の一

日でも早い復旧、復興をお祈りしています。 
今回の震災では、福島第一原子力発電所事故の影響も大きく、全国の原子力発電所がほぼ停止した状

態が続いています。各電力会社は電力の安定供給のため、火力発電所の稼働を高めるなどの措置を行な

っていますが、依然として電力不安定な状況には変わりありません。情報機器の動作には電力が必要不

可欠なエネルギー源であり、電気が無いと全く機能しません。非常用発電機は、サーバ系のバックアッ

プには対応できますが、冷却のためのエアコンまでまかなえるものとなると、かなり大型のものが必要

になります。サーバ系が生き残ったとしても、学内各所に設置されたネットワーク機器への電源供給が

止まれば、システムは全く利用できません。電源対策一つをとっても、かなりトータルに考えなければ

なりません。震災直後には、首都圏を含め、多くの地域で計画停電が実施され、多くの大学でもその影

響を受けました。幸い、本学の位置する北陸電力管内では計画停電の実施はありませんでしたが、他大

学での対応等から学びながら、省電力への対策や BCP（事業継続計画）策定等の日頃からの準備の大切

さを痛感させられました。 
震災直後の支援のひとつとして、総合情報基盤センターでは、東京農工大学からの要請を受け、代替

DNS サービスおよび、仮想サーバの提供を行いました。さらに現在、ネットワークの停止に備え、DNS
および災害時大学公式 Web サーバを自動的に切り替えて運用するシステムを、他大学との連携で運用す

る試みを始めています。今後、大学の所有するさまざまなデータの保全だけでなく、各研究室等で所有

するデータも含めて、大学全体の情報管理について至急対策を講じる必要があると考えています。 
また、大学の保有するデータを有効に活用し、大学の経営改善、教育研究の充実に利用しようという

動きも活発になってきています。IR(Institutional Research) とよばれる動きは米国の大学にはじまり、

日本の大学にも徐々に広まりつつあります。日本と米国では、大学の意思決定システムや財務内容が大

きく異なることもあり、そのまま取り入れることは難しいと思われますが、データを収集・分析し、大

学経営に反映していくことは、今後より重要になってきます。2007 年頃からと言われる大学全入時代に

あって、大学の役割の問い直しも始まってきています。中・長期的視野に立った大学経営のためにも、

さまざまなデータを的確に利用していくことが必要なのは言うまでもありません。教育・研究関係のデ

ータ分析は、多様な要因が絡むため非常に難しいですが、少なくともこれらデータを、使える形で蓄積

していくことは、今後のためにも非常に重要なことでしょう。 
本学では現在、少しずつではありますが、各種業務システムの連携や統合を進めています。総合情報

基盤センターは、現状各部局等に散在しているこれらシステムの受け皿として期待されておりますが、

五福にある総合情報基盤センターの建物は、1973 年の建築からすでに 40 年近く経ち、サーバ室の床下

や梁にひび割れが発見されるなど、耐震性にも問題を抱えております。総合情報基盤センターの立地す

る場所は、富山市の洪水ハザードマップでは 1m の浸水が予想されています。耐震改修や非常時用の電

源設置等のハード面での要望はこれまでどおり継続して行いながら、教職員、学生の皆さんの教育、研

究・業務での情報システム・ネットワーク利用の利便性の向上といったソフト面での改善について、少

しずつでも改善していけるよう努力して参ります。皆様方のご支援とご協力をお願いいたします。 




